
二
〇
二
〇
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

特
別
支
援
学
校
中
学
部
　
国
語

解
答
に
つ
い
て
の
注
意
点

１　

�

問
題
は
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
大
問
１
、
教
科
等
に
関
す
る
大
問
２
～
大
問
５
の
各
問
題
か
ら�

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

解
答
用
紙
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
と
記
述
式
解
答
用
紙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

３　

�

大
問
１
～
大
問
３
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
、
大
問
４
、
５
に
つ
い
て
は
、
記
述
式
解
答

用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

�

解
答
用
紙
が
配
付
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
マ
ー
ク
式
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
等
を
記
入
し
、
受
験
番
号
に
対
応
す
る

数
字
を
、
鉛
筆
で
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

記
述
式
解
答
用
紙
は
、
全
て
の
用
紙
の
上
部
に
受
験
番
号
の
み
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５　

�

大
問
１
～
大
問
３
の
解
答
は
、
選
択
肢
の
う
ち
か
ら
、
問
題
で
指
示
さ
れ
た
解
答
番
号
の
欄
に
あ
る
数
字

の
う
ち
一
つ
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

�

例
え
ば
、「
解
答
番
号
は

１

」
と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
、「
３
」
と
解
答
す
る
場
合
は
、�

解
答
番
号
１
の
欄
に
並
ん
で
い
る　
①　
②　
③　
④　
⑤　
の
中
の　
③　
を
黒
く
ぬ
り
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

６　

�

間
違
っ
て
ぬ
り
つ
ぶ
し
た
と
き
は
、
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。
二
つ
以
上
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
解
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

７　

そ
の
他
、
係
員
が
注
意
し
た
こ
と
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

指
示
が
あ
る
ま
で
中
を
あ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

二
〇
二
〇
年
度
大
阪
府
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
テ
ス
ト

特
別
支
援
学
校
高
等
部
　
国
語



　
大
阪
府
で
は
、「
障
害
」
と
い
う
言
葉
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
人
や
人
の
状
態
を
表
す
場
合
は
、「
害
」
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な

表
記
と
し
、「
障
が
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
問
題
中
で
は
、
機
関
・
団
体
の
名
称
等
の
固
有
名
詞
や
、
法
令
や
文
献
等
か
ら
の

引
用
部
分
に
つ
い
て
は
、
も
と
の
「
障
害
」
の
表
記
に
し
て
い
ま
す
。

　
�　
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
法
令
や
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
、
次
の
（
１
）
～
（
８
）
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
１
�）「
発
達
障
害
者
支
援
法
」（
平
成
28年

６
月
一
部
改
正
）
に
つ
い
て
、
次
の
①
、
②
の
問
い
に
答
え
よ
。

　
①
�　
次
の
文
は
、
第
二
条
の
条
文
で
あ
る
。
空
欄
ア
～
エ
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

１

（
定
義
）

第
二
条
�　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
達
障
害
」
と
は
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
そ
の
他
の
広
汎
性
発

達
障
害
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害
で
あ
っ
て
そ
の

症
状
が
通
常

ア
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

　
　
２
�　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
発
達
障
害
者
」
と
は
、
発
達
障
害
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
発
達
障
害
及
び

イ
に
よ
り
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
制
限
を
受
け
る
も
の
を
い
い
、「
発
達
障
害
児
」
と
は
、

発
達
障
害
者
の
う
ち

ウ
の
も
の
を
い
う
。

　
　
３
�　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「

イ
」
と
は
、
発
達
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生

活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の

を
い
う
。

　
　
４
�　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「

エ
」
と
は
、
発
達
障
害
者
に
対
し
、
そ
の
心
理
機
能
の
適
正
な
発
達

を
支
援
し
、
及
び
円
滑
な
社
会
生
活
を
促
進
す
る
た
め
行
う
個
々
の
発
達
障
害
者
の
特
性
に
対
応
し
た

医
療
的
、
福
祉
的
及
び
教
育
的
援
助
を
い
う
。

　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
₁
　
低
年
齢
　
　
　
社
会
的
障
壁
　
　
　
十
八
歳
未
満
　
　
　
発
達
支
援

　
₂
　
低
年
齢
　
　
　
個
人
内
障
壁
　
　
　
十
八
歳
以
下
　
　
　
心
理
的
支
援

　
₃
　
高
学
年
　
　
　
個
人
内
障
壁
　
　
　
十
八
歳
未
満
　
　
　
心
理
的
支
援

　
₄
　
高
学
年
　
　
　
社
会
的
障
壁
　
　
　
十
八
歳
以
下
　
　
　
発
達
支
援

　
₅
　
高
学
年
　
　
　
社
会
的
障
壁
　
　
　
十
八
歳
未
満
　
　
　
心
理
的
支
援

１

─
�1�─

─ 1 ─



　
②
�　
次
の
各
文
の
う
ち
、「
第
一
章
　
総
則
」
の
記
述
の
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
の
み
を
す
べ
て
挙
げ
て
い
る
も
の

は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

２

　
ア
�　
発
達
障
が
い
者
の
支
援
は
、
個
々
の
発
達
障
が
い
者
の
性
別
、
年
齢
、
障
が
い
の
状
態
及
び
生
活
の
実
態
に
応

じ
て
、
切
れ
目
を
つ
け
な
が
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
イ
�　
発
達
障
が
い
者
の
支
援
は
、
全
て
の
発
達
障
が
い
者
が
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
及
び
ど
こ
で
誰

と
生
活
す
る
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
、
地
域
社
会
に
お
い
て
他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を
妨

げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ウ
�　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、発
達
障
が
い
児
に
対
し
、発
達
障
が
い
の
症
状
の
発
現
後
、

経
過
観
察
の
時
間
を
と
っ
て
、
そ
の
者
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
、
就
学
前
の
発
達
支
援
、
学
校
に
お
け
る
発
達

支
援
そ
の
他
の
発
達
支
援
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
発
達
障
が
い
者
に
対
す
る
就
労
、
地
域
に
お
け
る
生
活
等
に

関
す
る
支
援
及
び
発
達
障
が
い
者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
も
の
と
す
る
。

　
エ
�　
国
民
は
、
個
々
の
発
達
障
が
い
の
特
性
そ
の
他
発
達
障
が
い
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
基
本
理
念

に
の
っ
と
り
、
発
達
障
が
い
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
に
協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
オ
�　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
発
達
障
が
い
児
が
、
そ
の
年
齢
及
び
能
力
に
応
じ
、
か
つ
、
そ
の
特
性
を
踏
ま
え

た
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
必
ず
発
達
障
が
い
児
が
発
達
障
が
い
児
で
な
い
児
童
と
共
に

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う
。

　
₁
　
ア
－
オ

　
₂
　
イ
－
エ

　
₃
　
ア
－
ウ
－
オ

　
₄
　
イ
－
ウ
－
エ

　
₅
　
ア
－
イ
－
ウ
－
オ

─
�2�─

─ 2 ─



（
２
�）
次
の
表
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
「
主
な
発
達
障
害
の
定
義
に
つ
い
て
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄

ア
～
エ
に
あ
て
は
ま
る
障
が
い
名
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

３

障
が
い
名

定
義

ア

基
本
的
に
は
全
般
的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
が
、
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、

計
算
す
る
又
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
特
定
の
も
の
の
習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難

を
示
す
様
々
な
状
態
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
枢
神
経
系
に

何
ら
か
の
機
能
障
が
い
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、

知
的
障
が
い
、
情
緒
障
が
い
な
ど
の
障
が
い
や
、
環
境
的
な
要
因
が
直
接
の
原
因
と

な
る
も
の
で
は
な
い
。

イ

３
歳
位
ま
で
に
現
れ
、
①
他
人
と
の
社
会
的
関
係
の
形
成
の
困
難
さ
、
②
言
葉
の
発

達
の
遅
れ
、
③
興
味
や
関
心
が
狭
く
特
定
の
も
の
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る

行
動
の
障
が
い
で
あ
り
、
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要
因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。

ウ

年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
り
合
い
な
注
意
力
、
及
び
／
又
は
衝
動
性
、
多
動
性
を

特
徴
と
す
る
行
動
の
障
が
い
で
、
社
会
的
な
活
動
や
学
業
の
機
能
に
支
障
を
き
た
す

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
7
歳
以
前
に
現
れ
、
そ
の
状
態
が
継
続
し
、
中
枢
神
経
系
に
何

ら
か
の
要
因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

エ

３
歳
位
ま
で
に
現
れ
、
①
他
人
と
の
社
会
的
関
係
の
形
成
の
困
難
さ
、
②
言
葉
の
発
達

の
遅
れ
、
③
興
味
や
関
心
が
狭
く
特
定
の
も
の
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
行
動

の
障
が
い
で
あ
る

イ
の
う
ち
、
知
的
発
達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
も
の
を
い
う
。

ま
た
、
中
枢
神
経
系
に
何
ら
か
の
要
因
に
よ
る
機
能
不
全
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
₁
　
学
習
障
が
い
　
　
　
　
自
閉
症
　
　
　
　
　
　
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
　
　
　
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

　
₂
　
自
閉
症
　
　
　
　
　
　
高
機
能
自
閉
症
　
　
　
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
　
　
　
　
学
習
障
が
い

　
₃
　
学
習
障
が
い
　
　
　
　
高
機
能
自
閉
症
　
　
　
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
　
　
　
　
自
閉
症

　
₄
　
高
機
能
自
閉
症
　
　
　
自
閉
症
　
　
　
　
　
　
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
　
　
　
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

　
₅
　
学
習
障
が
い
　
　
　
　
自
閉
症
　
　
　
　
　
　
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
　
　
　
高
機
能
自
閉
症

─
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（
３
�）
次
の
文
は
、「
障
害
者
基
本
法
」（
平
成
23年

一
部
改
正
）
の
第
一
条
の
条
文
で
あ
る
。
空
欄
ア
～
ウ
に
当
て
は

ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

４

（
目
的
）

第
一
条
�　
こ
の
法
律
は
、
全
て
の
国
民
が
、

ア
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
念
に
の
つ
と
り
、
全
て
の
国
民
が
、

ア
に
よ
つ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

イ
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

ウ
す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た
め
の
施
策
に

関
し
、
基
本
原
則
を
定
め
、
及
び
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
障
害

者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た
め
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、

障
害
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　

　ウ

　
₁
　
障
害
の
有
無
　
　
　
個
人
と
他
者
　
　
　
共
生

　
₂
　
障
害
の
有
無
　
　
　
人
格
と
個
性
　
　
　
共
生

　
₃
　
能
力
の
有
無
　
　
　
個
人
と
他
者
　
　
　
協
働

　
₄
　
能
力
の
有
無
　
　
　
人
格
と
個
性
　
　
　
共
生

　
₅
　
障
害
の
有
無
　
　
　
個
人
と
他
者
　
　
　
協
働

─
�4�─
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（
４
�）
次
の
各
文
の
う
ち
、「
交
流
及
び
共
同
学
習
ガ
イ
ド
」（
平
成
31年
３
月
　
文
部
科
学
省
）
の
『
交
流
及
び
共
同
学

習
の
展
開
』の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
の
み
を
す
べ
て
挙
げ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

５

　
ア
�　
学
校
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
等
の
関
係
者
が
、
交
流
及
び
共
同
学
習
の
意
義
や
ね
ら
い
等
に
つ
い
て
、
十
分

に
理
解
す
る
。

　
イ
　
担
任
の
判
断
の
下
、
学
校
全
体
で
は
な
く
学
級
単
位
で
取
り
組
む
。

　
ウ
�　
交
流
及
び
共
同
学
習
の
実
施
、
事
前
の
準
備
、
実
施
後
の
振
り
返
り
に
つ
い
て
、
年
間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
、

計
画
的
・
継
続
的
に
取
り
組
む
。

　
エ
�　
障
が
い
に
つ
い
て
形
式
的
に
理
解
さ
せ
る
程
度
に
と
ど
め
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
活
動
に
す
る
。

　
オ
�　
活
動
後
に
は
、
活
動
の
ね
ら
い
の
達
成
状
況
、
子
ど
も
た
ち
の
意
識
や
行
動
の
変
容
を
評
価
し
、
今
後
の
取
組

に
生
か
す
。

　
₁
　
　
ア
－
イ
－
エ

　
₂
　
　
イ
－
ウ
－
オ

　
₃
　
　
ア
－
ウ
－
オ

　
₄
　
　
ア
－
イ
－
ウ
－
エ

　
₅
　
　
イ
－
ウ
－
エ
－
オ

─
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（
５
�）
次
の
文
は
、「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
30年

７
月
６
日
公
布
）
第
一
条
の
条
文
で

あ
る
。
文
中
の
空
欄
ア
～
エ
に
当
て
は
ま
る
正
し
い
語
句
の
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

６

（
目
的
）

第
一
条
�　
こ
の
法
律
は
、
障
害
者
の
雇
用
義
務
等
に
基
づ
く
雇
用
の
促
進
等
の
た
め
の
措
置
、
雇
用
の
分
野
に

お
け
る
障
害
者
と
障
害
者
で
な
い
者
と
の

ア
及
び

イ
並
び
に
障
害
者
が
そ
の
有
す
る

能
力
を
有
効
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
、

ウ
の
措
置
そ
の
他
障
害

者
が
そ
の
能
力
に
適
合
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
等
を
通
じ
て
そ
の
職
業
生
活
に
お
い
て
自
立
す
る
こ
と

を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
、
も
つ
て
障
害
者
の

エ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
₁
　
均
等
な
機
会
　
　
　
待
遇
の
確
保
　
　
　
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
職
業
の
安
定

　
₂
　
均
等
な
機
会
　
　
　
待
遇
の
確
保
　
　
　
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
生
活
の
安
定

　
₃
　
格
差
の
是
正
　
　
　
保
障
の
確
保
　
　
　
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
職
業
の
安
定

　
₄
　
格
差
の
是
正
　
　
　
待
遇
の
確
保
　
　
　
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
職
業
の
安
定

　
₅
　
均
等
な
機
会
　
　
　
保
障
の
確
保
　
　
　
職
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
　
　
　
　
　
生
活
の
安
定

─
�6�─

─ 6 ─



（
６
�）「
特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
」（
平
成
29年

４
月
告
示
）
に
つ
い
て
、
次
の
①
、
②
の

問
い
に
答
え
よ
。

　
①
�　
文
中
の
空
欄
ア
～
エ
に
当
て
は
ま
る
語
句
の
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

７

第
１
章
５
節
の
１
の
（
３
）

　
�　
児
童
又
は
生
徒
が
、
学
ぶ
こ
と
と
自
己
の
将
来
と
の
つ
な
が
り
を
見
通
し
な
が
ら
、

ア
自
立
に
向

け
て
必
要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

イ
を
要
と
し
つ

つ
各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、

ウ
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
そ
の
中
で
、
中
学
部
に
お
い
て
は
、
生

徒
が
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、学
校
の

エ
を
通
じ
、

組
織
的
か
つ
計
画
的
な
進
路
指
導
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　イ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
₁
　
社
会
的
・
職
業
的
　
　
　
作
業
学
習
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
　
　
　
職
業
教
育

　
₂
　
職
業
的
・
共
生
的
　
　
　
作
業
学
習
　
　
　
就
労
教
育
　
　
　
　
　
教
育
活
動
全
体

　
₃
　
社
会
的
・
職
業
的
　
　
　
特
別
活
動
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
　
　
　
職
業
教
育

　
₄
　
社
会
的
・
職
業
的
　
　
　
特
別
活
動
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
　
　
　
教
育
活
動
全
体

　
₅
　
職
業
的
・
共
生
的
　
　
　
特
別
活
動
　
　
　
就
労
教
育
　
　
　
　
　
職
業
教
育

─
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②
�　
文
中
の
空
欄
ア
～
エ
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
解
答
番
号
は

８

第
１
章
第
２
節
の
２
の
（
４
）

　
�　
学
校
に
お
け
る
自
立
活
動
の
指
導
は
、
障
害
に
よ
る

ア
の
困
難
を

イ
し
、
自
立
し
社
会

参
加
す
る
資
質
を
養
う
た
め
、
自
立
活
動
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
学
校
の

ウ
を
通
じ
て
適
切
に
行
う

も
の
と
す
る
。
特
に
、
自
立
活
動
の
時
間
に
お
け
る
指
導
は
、
各
教
科
、
道
徳
科
、
外
国
語
活
動
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
と
密
接
な
関
連
を
保
ち
、
個
々
の
児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
や

エ
等
を
的
確
に
把
握
し
て
、
適
切
な
指
導
計
画
の
下
に
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　エ

　
₁
　
生
活
上
ま
た
は
活
動
上
　
　
　
改
善
・
克
服
　
　
　
自
立
活
動
教
諭
　
　
　
特
性
及
び
心
身
の
発
達
の
段
階

　
₂
　
生
活
上
ま
た
は
活
動
上
　
　
　
改
善
・
克
服
　
　
　
教
育
活
動
全
体
　
　
　
認
知
の
発
達
の
段
階

　
₃
　
生
活
上
ま
た
は
活
動
上
　
　
　
緩
和
・
改
善
　
　
　
自
立
活
動
教
諭
　
　
　
認
知
の
発
達
の
段
階

　
₄
　
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
　
　
　
緩
和
・
改
善
　
　
　
自
立
活
動
教
諭
　
　
　
特
性
及
び
心
身
の
発
達
の
段
階

　
₅
　
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
　
　
　
改
善
・
克
服
　
　
　
教
育
活
動
全
体
　
　
　
特
性
及
び
心
身
の
発
達
の
段
階

─
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（
７
�）「
特
別
支
援
学
校
教
育
要
領
・
学
習
指
導
要
領
解
説
　
自
立
活
動
編
（
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中
学
部
）」

（
平
成
30年

３
月
）
の
自
立
活
動
の
内
容
に
お
い
て
、
発
達
障
が
い
や
重
複
障
が
い
を
含
め
た
障
が
い
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
の
多
様
な
障
が
い
の
種
類
や
状
態
等
に
応
じ
た
指
導
を
一
層
充
実
す
る
た
め
に
新
設
さ
れ
た
項
目
は

ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

９

　
₁
　
感
覚
や
認
知
の
特
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

　
₂
　
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
基
礎
に
関
す
る
こ
と
。

　
₃
　
感
覚
を
総
合
的
に
活
用
し
た
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
の
把
握
と
状
況
に
応
じ
た
行
動
に
関
す
る
こ
と
。

　
₄
　
障
害
の
特
性
の
理
解
と
生
活
環
境
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　
₅
　
状
況
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
こ
と
。

─
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（
８
�）
次
の
文
は
、「
大
阪
府
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
け
る
後
期
事
業
計
画
」（
2018（

平
成
30）

年
度
～
2022年

度

大
阪
府
）
の
基
本
方
針
の
一
部
で
あ
る
。
空
欄
ア
～
ウ
に
当
て
は
ま
る
語
句
と
し
て
正
し
い
組
合
せ
は
ど
れ
か
。

₁
～

₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

10

基
本
方
針
３
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

　
基
本
的
方
向

　
○
�「

ア
」
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
増
加
や
多
様
化
に

対
応
し
た
教
育
環
境
の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

　
○
�　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の

イ
の
促
進
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
労
を
は
じ
め
と
し
た

支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

　
○
�「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」
や
「
個
別
の
指
導
計
画
」
の
活
用
を
促
進
し
、
幼
・
小
・
中
・
高
の
発
達
段

階
の
連
続
性
を
大
切
に
し
た
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

　
○
�　
関
係
部
局
が
連
携
し
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
一
貫
し
た
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

　
○
　

ウ
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く
り
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　ウ

　
₁
　
と
も
に
育
ち
、
と
も
に
生
き
る
　
　
　
自
立
と
社
会
参
加
　
　
　
公
立
学
校

　
₂
　
と
も
に
育
ち
、
と
も
に
生
き
る
　
　
　
支
援
と
社
会
自
立
　
　
　
私
立
学
校

　
₃
　
と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
　
　
　
　
自
立
と
社
会
参
加
　
　
　
私
立
学
校

　
₄
　
と
も
に
学
び
、
と
も
に
育
つ
　
　
　
　
自
立
と
社
会
参
加
　
　
　
公
立
学
校

　
₅
　
と
も
に
育
ち
、
と
も
に
生
き
る
　
　
　
支
援
と
社
会
自
立
　
　
　
公
立
学
校

─
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��　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
本
文
の
段
落
に
Ⅰ
～
Ⅹ
の

番
号
を
付
し
て
あ
る
。

　

画
家
に
し
て
も
、
彫
刻
家
に
し
て
も
、
芸
術
家
は
、
対
象
を
よ
く
見
て
、
自
分
の
感
性
で
そ
れ
を
構
成
し
、
作
品
を

作
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
、
自
分
の
構
想
通
り
に
作
品
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

陶
芸
は
、
そ
の
最
も
適
切
な
例
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
、
陶
芸
家
は
、
単
に
自
分
だ
け
の
構
想
力
と
力
量
だ
け
で
作

品
を
作
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
作
品
が
出
来
上
が
る
か
は
、
か
な
り
の
程
度
、
素
材
や
条
件
に
支
配

さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
。
粘
土
の
組
成
や
性
質
、
火
の
温
度
の
加
減
、
湿
度
な
ど
、
そ
の
時
、
そ
の
場
の
気
候
、
風
土

な
ど
、
自
然
に
任
せ
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
陶
芸
は
、
あ
る
意
味
で
、
大
自
然
の
創
造
力
に
身
を

任
せ
る
芸
術
で
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
陶
芸
作
品
は
、
土
の
声
を
聞
き
、
火
に
従
い
、
自
然
に
随
順
に
な
っ
た
と
き
生
み

出
さ
れ
る
。
陶
芸
は
、地
水
火
風
、天
地
人
す
べ
て
が
協
働
し
て
創
造
さ
れ
て
く
る
芸
術
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

陶
芸
の
場
合
、
人
為
で
は
制
御
し
き
れ
な
い
面
、
偶
然
に
任
せ
ね
ば
な
ら
な
い
面
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
味
わ
い
深
い

色
が
出
て
く
る
か
は
、
炎
や
窯
の
偶
然
を
当
て
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
う
偶
然
の
効

果
や
成
果
を
喜
ぶ
の
が
陶
芸
で
も
あ
る
。
陶
芸
は
、
自
然
の
中
に
み
ず
か
ら
の
行
為
を
参
入
さ
せ
て
、
自
然
の
方
か
ら

作
品
を
作
り
出
す
芸
術
だ
と
も
言
え
る
。

　

通
常
、
芸
術
作
品
は
、
経
験
的
な
素
材
に
主
観
の
想
像
力
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
芸
術
制
作
に
働
く
想
像
力
は
無
制
限
で
は
な
い
。
単
な
る
想
像
力
だ
け
な
ら
、
夢
想
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
、
芸
術
家
は
、
自
分
の
頭
だ
け
で
考
え
た
イ
メ
ー
ジ
や
計
画
を
、
そ
の
ま
ま
腕
ず
く
で
素
材
に
強
制
す
る
わ
け
で

も
な
い
。
制
作
の
現
場
で
は
、
芸
術
家
は
常
に
素
材
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
素
材
に
制
限
さ
れ
て
こ
そ
、

造
形
芸
術
は
成
り
立
つ
。
素
材
は
、
芸
術
の
形
成
作
用
に
対
し
て
抵
抗
も
す
る
が
、
形
作
り
を
助
け
も
し
て
く
れ
る
。

素
材
は
素
材
で
す
で
に
形
作
ら
れ
て
お
り
、
石
に
し
て
も
、
土
に
し
て
も
、
木
片
に
し
て
も
、
布
に
し
て
も
、
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
て
い
た
り
、
粒
だ
っ
て
い
た
り
、
ざ
ら
つ
い
て
い
た
り
、
節
が
多
か
っ
た
り
、
そ
れ
自
身
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
画
家
に
し
て
も
、
彫
刻
家
に
し
て
も
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
作
る
に
は
、
材
料
の
個
性
に
精
通
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

芸
術
の
制
作
や
表
現
は
素
材
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
素
材
に
制
約
さ
れ
な
け
れ
ば
、
形
は
で
き
な
い
。
芸
術
家

が
材
料
の
中
に
身
を
も
っ
て
働
き
か
け
る
と
き
、
材
料
そ
の
も
の
が
応
答
し
て
く
る
。
こ
の
能
動
と
受
動
の
相
互
作
用

か
ら
、
創
造
的
形
は
生
ま
れ
て
く
る
。
形
は
、
素
材
と
の
出
会
い
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

制
作
の
現
場
は
、
素
材
と
の
対
話
で
あ
る
。
確
か
に
、
形
も
素
材
に
働
き
か
け
、
素
材
を
ヘ
ン
Ａ
ボ
ウ
さ
せ
る
が
、

同
時
に
、
素
材
の
方
も
形
に
抵
抗
し
、
形
を
変
え
て
い
く
。
芸
術
家
の
素
材
へ
の
働
き
か
け
と
素
材
か
ら
の
応
答
が
芸

術
家
の
経
験
と
な
り
、
そ
の
経
験
か
ら
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
素
材
と
の
出
会
い
の
中
か
ら
何
が

生
み
出
さ
れ
る
か
は
、
必
ず
し
も
、
芸
術
家
自
身
に
ま
え
も
っ
て
分
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
来
上
が
る
ま
で

は
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
素
材
の
中
か
ら
創
造
的
形
を
引
き
出
し
て
く
る
こ
と
が
、
芸
術
家
の
役
割
な

の
で
あ
る
。

　

素
材
と
形
は
際
然
と
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
、
素
晴
ら
し
い
芸
術
は
、
素
材
と
形
と
が
見
事
に
一
つ
に
な

っ
て
い
る
。
芸
術
作
品
は
、形
成
さ
れ
た
素
材
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、芸
術
家
は
、素
材
を
よ
く
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

彫
刻
家
も
、
石
材
や
木
材
の
性
質
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
石
材
や
木
材
の
中
に
、
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
像

が
見
え
て
く
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
江
戸
時
代
前
期
、
全
国
各
地
に
独
特
の
粗
削
り
の
木
彫
仏
像
を
残
し
た

円
空
は
、
木
を
見
た
途
端
、
木
の
中
か
ら
仏
像
が
現
わ
れ
出
て
く
る
よ
う
に
見
え
て
き
た
と
い
う
。
円
空
に
と
っ
て
、

樹
木
は
単
な
る
材
料
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
生
き
た
命
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
き
た
仏
が
生
ま
れ
出
て
く
る
源
泉
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

芸
術
作
品
を
、
す
で
に
形
作
ら
れ
た
も
の
、
完
成
形
と
し
て
の
み
眺
め
て
は
い
け
な
い
。
む
し
ろ
、
芸
術
作
品
が
作

ら
れ
つ
つ
あ
る
過
程
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
作
過
程
の
中
か
ら
刻
々
と
姿
を
現
わ
し
出
し
て
く
る
も
の
、
そ
れ

が
芸
術
作
品
で
あ
る
。
鑿の

み

を
手
に
し
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
大
理
石
の
石
塊
の
飛
び
散
る
火
花
の
中
か
ら
、
お
の
ず

２
ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦ
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と
ダ
ビ
デ
像
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ま
え
も
っ
て
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
忘
れ
去
っ
た
芸
術
家
の

行
為
が
あ
り
、
そ
の
行
為
の
中
で
素
材
と
形
は
一
つ
に
な
り
、
新
し
い
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
意
味
で
も
、
芸
術
は
技
術
で
あ
る
。
大
概
の
芸
術
家
は
、
自
分
の
仕
事
を
職
人
的
手
仕
事
︵
メ
チ
エ
︶
と
考
え
、

そ
の
よ
う
な
態
度
で
物
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
芸
術
家
は
、
石
や
土
や
顔
料
の
特
質
を
熟
知
し
、
そ
れ
に
密
着
し
な
が

ら
形
を
創
造
し
て
い
く
。
こ
の
素
材
と
形
を
バ
イ
Ｂ
カ
イ
す
る
の
は
、
芸
術
家
の
手
で
あ
り
、
そ
の
延
長
と
し
て
の
道

具
で
あ
り
、
技
術
で
あ
る
。
ア
ー
チ
ス
ト
は
ア
ル
チ
ザ
ン
で
あ
り
、
ア
ー
ト
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
れ
な
く
し
て
、

ポ
イ
エ
ー
シ
ス
︵
制
作
︶
は
あ
り
え
な
い
。
芸
術
と
技
術
が
分
か
れ
て
き
た
の
は
、
む
し
ろ
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。
近
代
以
前
の
偉
大
な
芸
術
は
、
ほ
と
ん
ど
名
前
さ
え
知
ら
れ
て
い
な
い
職
人
芸
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き

た
。

　

芸
術
は
、
素
材
と
し
て
の
自
然
を
改
変
し
て
、
美
し
く
快
い
作
品
に
ま
で
仕
上
げ
る
技
術
で
あ
る
。
技
術
は
自
然
の

加
工
を
伴
う
。
自
然
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、自
然
を
改
変
し
、自
然
の
上
に
形
を
刻
む
。
そ
う
い
う
行
為
が
芸
術
で
あ
る
。

人
間
は
、
技
術
に
よ
っ
て
自
然
の
創
造
を
学
ぶ
。
芸
術
家
は
、
そ
の
よ
う
な
自
然
と
の
対
話
を
通
し
て
、
自
分
自
身
が

描
こ
う
と
し
て
い
る
物
を
自
覚
し
て
い
く
。
す
ぐ
れ
た
画
家
で
さ
え
、
否
、
す
ぐ
れ
て
い
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
描
き
な

が
ら
そ
の
物
を
見
、
発
見
し
て
い
く
。
画
家
は
、
制
作
活
動
の
中
で
物
の
本
質
を
会
得
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
過
程
を

通
し
て
、
人
為
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
自
然
の
深
み
を
発
見
し
て
い
く
。

　

と
同
時
に
、
自
然
そ
の
も
の
は
、
探
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
奥
行
き
を
増
し
て
い
く
。
セ
ザ
ン
ヌ
が
、
同
じ
静

物
や
同
じ
サ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
を
Ｃ
シ
ツ
ヨ
ウ
に
何
度
も
描
き
、
し
か
も
、
そ
の
作
品
が
ど
れ
も
未
完
成
に

終
わ
っ
て
い
た
の
は
そ
の
こ
と
に
よ
る
。
①
芸
術
は
未
完
成
で
あ
る
。
未
完
成
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
次
の
作
品
が
生
み

出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
自
然
も
、
芸
術
も
、
創
造
は
そ
う
い
う
未
完
成
を
含
む
。
人
生
に
は
終
わ
り
が
あ
る
が
、

芸
術
に
は
終
わ
り
が
な
い
。

︵
小
林
道
憲　
﹃
芸
術
学
事
始
め
︱
宇
宙
を
招
く
も
の
﹄
よ
り
︶

ⅧⅨⅩ
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典
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﹃
芸
術
学
事
始
め
︱
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宙
を
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く
も
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﹄
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林
道
憲　

中
央
公
論
新
社

　
　
　

９
９
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ー
ジ
２
行
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ら
１
０
２
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ー
ジ
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５
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（１）�　

∥
部
Ａ
～
Ｃ
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
す
と
き
、
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ
は

７

、
Ｂ
は

８

、
Ｃ
は

９

　
　

Ａ　

ヘ
ン
ボ
ウ

　
　
　

₁　

カ
イ
ボ
ウ
を
行
う
。　
　
　
　
　
　
　

₂　

ゼ
ン
ボ
ウ
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
　

３　

危
急
ソ
ン
ボ
ウ
の
秋と

き

。　
　
　
　
　
　

₄　

シ
ュ
ク
ボ
ウ
を
果
た
す
。

　
　
　

₅　

ボ
ウ
ト
ウ
の
挨
拶
。

　
　

Ｂ　

バ
イ
カ
イ

　
　
　

₁　

原
点
に
カ
イ
キ
す
る
。　
　
　
　
　
　

₂　

カ
イ
ゴ
ウ
に
出
席
す
る
。

　
　
　

３　

カ
イ
コ
ン
の
情
が
起
こ
る
。　
　
　
　

₄　

作
品
を
コ
ウ
カ
イ
す
る
。

　
　
　

₅　

ヤ
ッ
カ
イ
な
問
題
の
発
生
。

　
　

Ｃ　

シ
ツ
ヨ
ウ

　
　
　

₁　

物
事
に
コ
シ
ツ
す
る
。　
　
　
　
　
　

₂　

シ
ツ
ギ
を
繰
り
返
す
。

　
　
　

３　

シ
ツ
ゲ
ン
を
繰
り
返
す
。　
　
　
　
　

₄　

シ
ッ
セ
キ
を
受
け
る
。

　
　
　

₅　

シ
ツ
ナ
イ
で
作
業
す
る
。

　

（２）�　

筆
者
が
、
陶
芸
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ

選
べ
。
解
答
番
号
は

10

　
　
　

₁ 　

作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
芸
術
家
は
自
然
の
創
造
力
に
身
を
ま
か
せ
る
だ
け
の
存
在
で
あ
り
、
素
材
だ
け

が
仕
上
が
り
を
決
定
す
る
。

　
　
　

₂ 　

作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
芸
術
家
が
備
え
た
感
性
が
鋭
す
ぎ
る
た
め
、
素
材
の
個
性
を
最
大
限
に
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　

３ 　

作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
芸
術
家
の
想
像
力
に
は
限
り
が
あ
る
う
え
、
自
ら
の
構
想
力
を
素
材
に
強
制
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　

₄ 　

作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
芸
術
家
に
は
真
の
意
味
で
の
技
術
が
不
足
し
て
お
り
、
芸
術
家
は
素
材
や
条
件

に
支
配
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

₅ 　

作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
芸
術
家
の
個
性
こ
そ
が
最
も
重
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
素
材
の
特
性
は
大
き

な
問
題
で
は
な
い
。

　

（３）�　

本
文
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
芸
術
と
は
技
術
で
あ
る
」
と
い
え
る
内
容
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は

ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

11

　
　
　

₁ 　

芸
術
は
、
石
や
土
な
ど
と
対
話
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
構
想
を
形
に
す
る
行
為
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
、
芸
術
は
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

₂ 　

芸
術
は
、
自
然
の
素
材
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
石
材
や
木
材
と
い
っ
た
素
材
を
改
変
し
、
形
を
生
み
出

し
て
い
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
芸
術
は
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

３ 　

芸
術
は
、
素
材
を
芸
術
家
自
身
の
手
だ
け
で
な
く
、
道
具
も
用
い
て
変
え
て
い
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
意

味
で
、
芸
術
は
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

₄ 　

芸
術
は
、
自
然
の
素
材
を
加
工
し
、
作
者
の
技
巧
を
最
大
限
に
引
き
出
す
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

芸
術
は
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

₅ 　

芸
術
は
、
素
材
と
形
を
一
体
化
さ
せ
、
作
者
の
想
像
力
を
具
現
化
し
て
い
く
行
為
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

芸
術
は
技
術
で
あ
る
と
い
え
る
。

─�8�─
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（４）�　

│
│
部
①
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
未
完
成
で
あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

12

　
　
　

₁　

芸
術
は
、
創
作
活
動
を
行
う
ほ
ど
そ
の
意
図
や
計
画
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味
。

　
　
　

₂　

芸
術
は
、
作
品
を
仕
上
げ
る
ほ
ど
技
術
に
よ
っ
て
自
然
の
創
造
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
意
味
。

　
　
　

３　

芸
術
は
、
創
作
活
動
を
行
う
ほ
ど
創
作
の
本
質
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
。

　
　
　

₄　

芸
術
は
、
優
れ
た
作
品
の
創
作
で
あ
る
ほ
ど
人
間
の
寿
命
の
中
で
は
終
わ
ら
な
い
と
い
う
意
味
。

　
　
　

₅　

芸
術
は
、
自
然
の
上
に
形
を
刻
む
こ
と
で
作
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
を
自
覚
し
て
い
く
と
い
う
意
味
。

　

（５）�　

段
落
Ⅵ
・
Ⅶ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
示
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か

ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

13

　
　
　

₁ 　

円
空
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
例
は
、
素
材
の
中
に
完
成
形
を
見
出
せ
る
ほ
ど
、
芸
術
作
品
に
お
い
て
は

素
材
こ
そ
が
構
想
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
示
で
あ
る
。

　
　
　

₂ 　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
例
は
、
素
材
に
精
通
し
制
作
を
行
う
過
程
よ
り
も
完
成
し
た
瞬
間
に
こ
そ
芸
術
作
品

と
し
て
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
示
で
あ
る
。

　
　
　

３ 　

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
例
は
、
芸
術
作
品
の
制
作
に
お
い
て
は
、
素
材
と
形
の
一
体
化
の
た
め
に
道
具
を
効

果
的
に
使
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
示
で
あ
る
。

　
　
　

₄ 　

円
空
の
例
は
、
芸
術
に
お
い
て
素
材
と
形
は
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
難
し
く
、
素
材
を
熟
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
示
で
あ
る
。

　
　
　

₅ 　

円
空
の
例
は
、
芸
術
に
お
い
て
は
制
作
の
過
程
の
中
で
、
素
材
と
形
が
一
体
化
す
る
こ
と
で
新
し
い
作
風

が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
た
め
の
例
示
で
あ
る
。

　

（６）�　

こ
の
文
章
の
構
成
・
展
開
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

14

　
　
　

₁ 　

は
じ
め
に
芸
術
と
は
何
か
に
つ
い
て
明
確
に
定
義
づ
け
て
か
ら
、
定
義
し
た
点
に
つ
い
て
自
ら
の
経
験
を

も
と
に
検
討
し
見
解
を
示
し
た
う
え
で
、
最
後
に
芸
術
家
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

₂ 　

は
じ
め
に
芸
術
と
は
何
か
に
つ
い
て
筆
者
の
主
張
を
提
示
し
た
う
え
で
、
筆
者
が
主
張
す
る
点
に
つ
い
て

詳
述
す
る
と
と
も
に
新
た
な
視
点
を
加
え
、
最
後
に
芸
術
の
奥
深
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

３ 　

は
じ
め
に
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
複
数
の
点
か
ら
問
題
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て
総
合
的

に
判
断
し
結
論
づ
け
た
の
ち
、
最
後
に
自
然
と
人
間
の
対
比
を
提
示
し
て
い
る
。

　
　
　

₄ 　

は
じ
め
に
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
の
結
論
を
述
べ
、
結
論
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
証
明
を

示
し
、
最
後
に
芸
術
の
連
続
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

₅ 　

は
じ
め
に
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
一
般
論
を
述
べ
、
具
体
的
な
例
を
交
え
て
問
題
点
に
つ
い
て
詳
述
し
、

最
後
に
新
た
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

─�9�─
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��　
�　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（７）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

齊
ノ

宣　
王　
問
ウ
テ

曰
ク

、①「
交　
鄰　
國　
有　
衟　
乎
。」
孟　
子　
對
ヘ
テ

曰
ク

、「
有
リ

。②
惟　
仁　

者　
爲　
能　
以　
大　
事　
小
。
是
ノ

故
ニ

湯
ハ

事
ヘレ

葛
ニ

、
文　
王
ハ

事
二ヘ
タ
リ

昆　
夷
ニ一

。
惟　
智　
者　

爲　
能　
以　
小　
事　
大
。
故
ニ

大　
王
ハ

事
ヘ二

獯　
鬻
ニ一

、句　
踐
ハ

事
レヘ
タ
リ

吳
ニ

。
以　
大　
事　
小　
者
、

樂
レシ
ム

天
ヲ

者　
也
。
以　
小　
事　
大　
者
、
畏
レル
ル

天
ヲ

者　
也
。
樂
レシ
ム

天
ヲ

者
ハ

保
チ二

天　
下
ヲ一

、

畏
レル
ル

天
ヲ

者
ハ

保
ツ二

其
ノ

國
ヲ一

。③
詩
ニ

云
フ

、﹃
畏
レ二

天　
之　
威
ヲ一

、
于
テレ

時
ニ

保
レツ
ト

之
ヲ

。﹄」
王　
曰
ク

、

「
④
大　
哉　
言　
矣
。
⑤
寡　
人　
有
リレ

疾
、
寡　
人　
好
レム
ト

勇
ヲ

。」

︵﹃
孟
子
﹄
よ
り
︶

　
　
　
　
︹
注
︺�

孟
子�

⋮��

孟
軻
の
こ
と
。

�

湯　

�

⋮��

殷
の
王
。

�

葛　

�

⋮��

国
名
。

�

文
王�

⋮��

周
の
王
。

�

昆
夷�

⋮��

国
名
。

�

大
王�

⋮��

文
王
の
祖
父
。

�

獯
鬻�

⋮��

国
名
。

�

句
踐�

⋮��

越
の
王
。

�

吳　

�

⋮��

国
名
。

　

（１）　

│
│
部
①
の
書
き
下
し
文
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

15

　
　
　

₁　
「
隣
國
に
交
は
る
こ
と
衟
有
る
か
な
。」
と
。

　
　
　

₂　
「
隣
國
に
交
は
る
こ
と
衟
有
ら
ん
や
。」
と
。�

　
　
　

３　
「
隣
國
に
交
は
る
に
衟
有
ら
ん
か
な
。」
と
。

　
　
　

₄　
「
隣
國
に
交
は
る
に
衟
有
ら
ん
か
。」
と
。

　
　
　

₅　
「
隣
國
に
交
は
る
に
衟
有
る
か
。」
と
。

３

─�10�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
講
談
社
学
術
文
庫
﹃
孟
子　

全
注
釈
﹄　

宇
野
精
一
︵
訳
︶　

講
談
社

　
　
　

７
５
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
か
ら
１
６
行
目
ま
で

19

─ 15 ─



　

（２）　

│
│
部
②
に
返
り
点
を
施
し
た
と
き
、
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は

16

　
　
　

₁　

惟　
仁　
者　
爲
二
能　
以
レ
大　
事
一レ
小　
。

　
　
　

₂　

惟　
仁　
者　
爲
下
能　
以
二
大　
事
一
小
上
。

　
　
　

３　

惟　
仁　
者　
爲
レ
能
レ
以
レ
大　
事
レ
小　
。

　
　
　

₄　

惟　
仁　
者　
爲　
能
二
以
レ
大　
事
一レ
小　
。

　
　
　

₅　

惟　
仁　
者　
爲　
能
下
以
二
大　
事
一
小
上
。

　

（３）�　

│
│
部
③
は
﹃
詩
経
﹄
に
所
収
さ
れ
て
い
る
詩
で
あ
る
。﹃
詩
経
﹄
を
含
む
経
書
の
総
称
「
四
書
五
経
」
に
含

ま
れ
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

17

　
　
　

₁　

礼
記　
　
　

₂　

大
学　
　
　

３　

論
語　
　
　

₄　

中
庸　
　
　

₅　

文
選

　

（４）　

│
│
部
④
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

18

　
　
　

₁　

立
派
で
あ
る
な
あ
、
先
生
の
言
葉
は
。

　
　
　

₂　

広
く
あ
て
は
ま
る
な
あ
、
古
典
の
言
葉
は
。

　
　
　

３　

言
い
過
ぎ
で
は
な
い
の
か
、
詩
の
言
葉
は
。

　
　
　

₄　

大
げ
さ
で
は
な
い
の
か
、
先
人
の
そ
の
言
葉
は
。

　
　
　

₅　

奥
深
い
な
あ
、
先
代
の
王
の
言
葉
は
。

　
　

　

（５）　

│
│
部
⑤
と
あ
る
が
、
本
文
中
で
は
誰
の
こ
と
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

19

　
　
　

₁　

国
民　
　

₂　

齊
の
宣
王　
　

３　

齊
の
宣
王
の
臣
下　
　

₄　

齊
の
先
代
の
王　
　

₅　

孟
子

　

（６）�　

次
の
各
文
の
う
ち
、
本
文
中
の
表
現
効
果
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
正
し
い
も
の
を
〇
、
誤
っ
て
い
る

も
の
を
×
と
し
た
と
き
、
最
も
適
切
な
組
合
せ
は
ど
れ
か
。
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

20

　
　

Ａ�　
「
湯
」「
文
王
」「
大
王
」「
句
踐
」
の
例
を
用
い
て
、
自
国
と
隣
国
と
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
　

Ｂ�　
「
智
者
」
の
あ
り
方
と
「
仁
者
」
の
あ
り
方
と
を
対
句
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
主
の
あ
り
方
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　

Ｃ�　
「
詩
」
の
一
部
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
国
を
守
っ
て
い
く
君
主
と
し
て
の
あ
り
方
に
関
す
る
主
張
を
補
強
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　

₁　

Ａ　

〇　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

×

　
　
　

₂　

Ａ　

〇　
　
　

Ｂ　

×　
　
　

Ｃ　

×

　
　
　

３　

Ａ　

×　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

〇

　
　
　

₄　

Ａ　

×　
　
　

Ｂ　

〇　
　
　

Ｃ　

×

　
　
　

₅　

Ａ　

×　
　
　

Ｂ　

×　
　
　

Ｃ　

〇

─�11�─

20

21

22

23

24

─ 16 ─



　

（７）�　

次
の
文
章
は
、
孟
軻
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
Ａ
、
Ｂ
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は

ど
れ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
₁
～
₅
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

解
答
番
号
は
、
Ａ
は

21

、
Ｂ
は

22

﹃
孟
子
﹄
は
、
孟
軻
の
言
を
そ
の
弟
子
た
ち
が
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。
孟
軻
は
、

Ａ

の
「
仁
」

を
う
け
つ
い
で
、
そ
こ
に
「
義
」
を
加
え
、「
仁
義
」
の
道
徳
を
定
義
し
た
。
孟
軻
の
説
い
た
「

Ｂ

」

と
は
、「
仁
義
」
の
道
徳
に
基
づ
い
た
政
治
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

Ａ　

₁　

韓
非
子　
　
　

₂　

孔
子　
　
　
　

３　

荀
子　
　
　

₄　

荘
子　
　
　

₅　

墨
子

　
　

Ｂ　

₁　

王
道　
　
　
　

₂　

兼
愛　
　
　
　

３　

節
倹　
　
　

₄　

治
人　
　
　

₅　

無
為
自
然

─�12�─
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��　
�　

次
の
文
章
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
「
仮
名
序
」
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
前
の
部
分
で
は
、
歌
の
本
質
や
歌
の

成
立
状
況
、
歌
の
批
評
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
は
そ
の
続
き
の
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

今
す
べ
ら
ぎ
の
天
の
下
し
ろ
し
め
す
こ
と
、
四
つ
の
と
き
、
九
の
か
へ
り
に
な
む
な
り
①
ぬ
る
。
Ａ
あ
ま
ね
き
御
慈
し

み
の
波
、
八
洲
の
ほ
か
ま
で
流
れ
、
ひ
ろ
き
御
恵
み
の
蔭
、
筑
波
山
の
麓
よ
り
も
繁
く
お
は
し
ま
し
て
、
万
の
政
を
き

こ
し
め
す
い
と
ま
、
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
を
捨
て
た
ま
は
ぬ
余
り
に
、
古
の
こ
と
を
も
忘
れ
じ
、
旧
り
に
し
こ
と
を
も
興

し
た
ま
ふ
と
て
、
今
も
み
そ
な
は
し
、
後
の
世
に
も
伝
は
れ
と
て
、
延
喜
五
年
四
月
十
八
日
に
、
大
内
記
紀
友
則
、
御

書
所
預
紀
貫
之
、
前
甲
斐
少
目
凡
河
内
躬
恒
、
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
ら
に
仰
せ
ら
れ
て
、﹃
万
葉
集
﹄
に
入
ら
ぬ
古

き
歌
、
み
づ
か
ら
の
を
も
奉
ら
②
し
め
給
ひ
て
な
む
。

　

そ
れ
が
な
か
に
、
Ｂ
梅
を
挿
頭
す
よ
り
は
じ
め
て
、
郭
公
を
聞
き
、
紅
葉
を
折
り
、
雪
を
見
る
に
い
た
る
ま
で
、
ま
た
、

鶴
亀
に
つ
け
て
君
を
思
ひ
、
人
を
も
祝
ひ
、
秋
萩
・
夏
草
を
見
て
つ
ま
を
恋
ひ
、
逢
坂
山
に
い
た
り
て
手
向
を
祈
り
、

あ
る
は
、
春
夏
秋
冬
に
も
入
ら
ぬ
く
さ
ぐ
さ
の
歌
を
な
む
撰
ば
せ
給
ひ
け
る
。
す
べ
て
千
歌
二
十
巻
、
名
づ
け
て
﹃
古

今
和
歌
集
﹄
と
い
ふ
。

　

か
く
こ
の
た
び
集
め
撰
ば
れ
て
、
山
下
水
の
絶
え
ず
、
浜
の
真
砂
の
数
多
く
積
も
り
ぬ
れ
ば
、
今
は
、
③
明
日
香
河

の
瀬
に
な
る
恨
み
も
聞
え
ず
、
さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
る
喜
び
の
み
ぞ
あ
る
べ
き
。

　

そ
れ
、
ま
く
ら
こ
と
は
、
Ｃ
春
の
花
匂
ひ
す
く
な
く
し
て
、
空
し
き
名
の
み
、
秋
の
夜
の
長
き
を
か
こ
て
れ
ば
、

か
つ
は
人
の
耳
に
恐
り
、
か
つ
は
歌
の
心
に
恥
ぢ
思
へ
ど
、
た
な
び
く
雲
の
立
ち
居
、
鳴
く
鹿
の
起
き
臥
し
は
、
貫
之

ら
が
こ
の
世
に
同
じ
く
生
れ
て
、
④
こ
の
こ
と
の
時
に
あ
へ
る
を
な
む
喜
び
ぬ
る
。

　

人
麿
亡
く
な
り
に
た
れ
ど
、歌
の
こ
と
と
ど
ま
れ
る
か
な
。
た
と
ひ
時
移
り
事
去
り
、楽
し
び
悲
し
び
ゆ
き
か
ふ
と
も
、

こ
の
歌
の
文
字
あ
る
を
や
。
Ｄ
青
柳
の
糸
絶
え
ず
、
松
の
葉
の
散
り
失
せ
ず
し
て
、
真
拆
の
葛
長
く
伝
は
り
、
鳥
の
跡

久
し
く
と
ど
ま
れ
ら
ば
、
歌
の
さ
ま
を
知
り
、
こ
と
の
心
を
得
た
ら
む
人
は
、
大
空
の
月
を
見
る
が
ご
と
く
に
、
古
を

仰
ぎ
て
⑤
今
を
恋
ひ
ざ
ら
め
か
も
。

︵﹃
古
今
和
歌
集
﹄
よ
り
︶

　

（１）　

│
│
部
①
、
②
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
基
本
形
、
活
用
形
、
本
文
中
で
の
文
法
的
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
よ
。

　

（２）�　

│
│
部
③
は
、
歌
で
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。「
明
日
香
河
の
瀬
に
な
る
」
と
は
、
本
文
中
に
お
い
て
は
、

何
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
た
と
え
た
も
の
か
。
次
に
示
し
た
歌
を
参
考
に
し
て
、
説
明
せ
よ
。

　
　

世
の
中
は
な
に
か
常
な
る
あ
す
か
河
昨
日
の
淵
ぞ
今
日
は
瀬
に
な
る

　

（３）　

│
│
部
④
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
時
を
さ
す
の
か
。
説
明
せ
よ
。

４

─�13�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
１
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

　
　
　

小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
︵
校
注
、
訳
者
︶　

小
学
館

　
　
　

２
８
ペ
ー
ジ
１
５
行
目
か
ら
３
０
ペ
ー
ジ
１
３
行
目
ま
で

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。

出
典
：
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１
１
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

　
　
　

小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
︵
校
注
、
訳
者
︶　

小
学
館　

３
５
４
ペ
ー
ジ
４
行
目

─ 18 ─



　

（４）　

│
│
部
⑤
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

ア�　

歌
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
人
た
ち
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
を
読
み
ふ
け
り
、
自
身
が
生
き
て
い
る
今
の
世

に
何
も
関
心
を
示
さ
な
い
だ
ろ
う
。

　
　

イ�　

歌
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る
人
た
ち
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
が
編
ま
れ
た
今
の
世
に
憧
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。

　
　

ウ�　

撰
者
た
ち
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
今
の
世
に
興
味
を
お
ぼ
え
な
く
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
　

エ　

撰
者
た
ち
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
を
苦
労
し
て
編
ん
だ
今
の
世
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

　

（５）�　

次
の
各
文
の
う
ち
、
本
文
中
の
表
現
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
適
切
で
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
ア
～
エ

か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　

ア　

∥
部
Ａ
に
書
か
れ
て
い
る
、「
波
」、「
八
洲
」
は
、
天
皇
の
慈
愛
を
た
と
え
た
表
現
で
あ
る
。

　
　

イ　

∥
部
Ｂ
に
書
か
れ
て
い
る
景
物
を
用
い
て
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
表
現
し
て
い
る
。

　
　

ウ　

∥
部
Ｃ
に
は
、
撰
者
た
ち
自
身
の
歌
を
謙
遜
す
る
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　

エ　

∥
部
Ｄ
に
は
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
あ
り
続
け
る
さ
ま
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

（６）�　
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
よ
う
に
、
天
皇
や
上
皇
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
歌
集
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
。
漢
字

で
答
え
よ
。
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��　
�　

次
の
文
章
は
、
夏
目
漱
石
の
﹃
永
日
小
品
﹄
の
う
ち
、「
蛇
」
の
全
文
で
あ
る
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
（１）
～
（６）
の
問
い
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
本
文
の
上
に
行
数
を
付
し
て
あ
る
。

　

木
戸
を
開
け
て
表
へ
出
る
と
、
大
き
な
馬
の
足
迹あ

と

の
中
に
雨
が
一
杯
湛た

ま

っ
て
い
た
。
土
を
踏
む
と
泥
の
音
が
蹠あ

し
の
う
ら裏へ

飛
び
附つ

い
て
来
る
。
踵か

か
とを

上
げ
る
の
が
痛
い
位
に
思
わ
れ
た
。
手て

お
け桶

を
右
の
手
に
Ａ
提
げ
て
い
る
の
で
、
足
の
抜
き
差さ

し

に
都
合
が
悪
い
。
際
ど
く
踏
み
応
え
る
時
に
は
、
腰
か
ら
上
で
①
調
子
を
取
る
為
に
、
手
に
持
っ
た
も
の
を
放
り
出
し

た
く
な
る
。
や
が
て
手
桶
の
尻
を
ど
っ
さ
と
泥
の
底
に
据す

え
て
し
ま
っ
た
。
危あ

や
うく

倒
れ
る
所
を
手
桶
の
柄
に
乗
し
懸か

か

っ

て
向
う
を
見
る
と
、
叔
父
さ
ん
は
一
間け

ん

ば
か
り
前
に
い
た
。
蓑み

の

を
着
た
肩
の
後う

し
ろか

ら
、
三
角
に
張
っ
た
網
の
底
が
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
時
被か

ぶ

っ
た
笠か

さ

が
少
し
動
い
た
。
笠
の
な
か
か
ら
非ひ

ど常
い
路み

ち

だ
と
云い

っ
た
様
に
聞
え
た
。
蓑
の
影

は
や
が
て
雨
に
吹
か
れ
た
。

　

石
橋
の
上
に
立
っ
て
下
を
見
る
と
、
黒
い
水
が
草
の
間
か
ら
推お

さ
れ
て
来
る
。
不ふ

だ
ん断

は
黒く

ろ
ぶ
し節

の
上
を
三
寸
と
は
超
え

な
い
底
に
、
長
い
藻
が
、
②
う
つ
ら
う
つ
ら
と
揺う

ご

い
て
、
見
て
も
奇き

れ
い麗

な
流
れ
で
あ
る
の
に
、
今
日
は
底
か
ら
濁
っ
た
。

下
か
ら
泥
を
吹
き
上
げ
る
、
上
か
ら
雨
が
叩
く
、
真ま

ん
な
か中

を
渦
が
重
な
り
合
っ
て
通
る
。
し
ば
ら
く
こ
の
渦
を
見
守
っ
て

い
た
叔
父
さ
ん
は
、
口
の
内
で
、

「
獲と

れ
る
」
と
云
っ
た
。

　

二
人
は
橋
を
渡
っ
て
、
す
ぐ
左
へ
切
れ
た
。
渦
は
青
い
田
の
中
を
蜿う

ね
う
ね蜒

と
延
び
て
行
く
。
ど
こ
ま
で
押
し
て
行
く
か

分
ら
な
い
流
れ
の
迹
を
跟つ

け
て
一
町
程
来
た
。
そ
う
し
て
広
い
田
の
中
に
た
っ
た
二
人
淋さ
び

し
く
立
っ
た
。
雨
ば
か
り
見

え
る
。
叔
父
さ
ん
は
笠
の
中
か
ら
空
を
仰
い
だ
。
空
は
茶
壺つ

ぼ

の
葢ふ

た

の
様
に
暗
く
封ふ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
何ど

こ処
か
ら
か
、

隙
間
な
く
雨
が
落
ち
る
。立
っ
て
い
る
と
、ざ
あ
っ
と
云
う
音
が
す
る
。こ
れ
は
身
に
着
け
た
笠
と
蓑
に
中あ

た

る
音
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
四
方
の
田
に
中
る
音
で
あ
る
。
向
う
に
見
え
る
貴
王
の
森
に
中
る
音
も
遠
く
か
ら
交
っ
て
来
る
ら
し
い
。

　

森
の
上
に
は
、
黒
い
雲
が
杉
の
梢こ

ず
えに
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
奥
深
く
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
自じ
ね
ん然
の
重
み
で
だ
ら

り
と
上
の
方
か
ら
下
っ
て
来
る
。
雲
の
足
は
今
杉
の
頭
に
Ｂ
カ
ラ
み
附
い
た
。
も
う
少
し
す
る
と
、
森
の
中
へ
落
ち
そ

う
だ
。

　

気
が
附
い
て
足
元
を
見
る
と
、
渦
は
限か

ぎ
りな
く
水み
な
か
み上
か
ら
流
れ
て
来
る
。
貴
王
様
の
裏
の
池
の
水
が
、
あ
の
雲
に
襲
わ

れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
渦
の
形
が
急
に
勢
い
づ
い
た
様
に
見
え
る
。
叔
父
さ
ん
は
又
捲ま

く
渦
を
見
守
っ
て
、

③
「
獲
れ
る
」
と
さ
も
何
物
を
か
取
っ
た
様
に
云
っ
た
。
や
が
て
蓑
を
着
た
ま
ま
水
の
中
に
下
り
た
。
勢
い
の
凄す

さ
まじ

い

割
に
は
、
さ
程
深
く
も
な
い
。
立
っ
て
腰
ま
で
浸つ

か

る
位
で
あ
る
。
叔
父
さ
ん
は
河
の
真
中
に
腰
を
据
え
て
、
貴
王
の
森

を
正
面
に
、
川
上
に
向
っ
て
、
肩
に
Ｃ
カ
ツ
い
だ
網
を
卸お
ろ

し
た
。

　

二
人
は
雨
の
音
の
中
に
凝じ

つ

と
し
て
、
ま
と
も
に
押
し
て
来
る
渦
の
恰か

つ
こ
う好

を
眺
め
て
い
た
。
魚
が
こ
の
渦
の
下
を
、
貴

王
の
池
か
ら
流
さ
れ
て
通
る
に
違
い
な
い
。
う
ま
く
懸
れ
ば
大
き
な
の
が
獲
れ
る
と
、
一
心
に
凄す

ご

い
水
の
色
を
見み

つ詰
め

て
い
た
。
水
は
固も

と

よ
り
濁
っ
て
い
る
。
上
皮
の
動
く
具
合
だ
け
で
、
ど
ん
な
も
の
が
、
水
の
底
を
流
れ
る
か
全
く
分
り

か
ね
る
。
そ
れ
で
も
瞬

ま
ば
た
きも
せ
ず
に
、
水
際
ま
で
浸
っ
た
叔
父
さ
ん
の
手
首
の
動
く
の
を
待
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ

が
中
々
に
動
か
な
い
。

　

雨
脚
は
次
第
に
黒
く
な
る
。
河
の
色
は
段
々
重
く
な
る
。
渦
の
紋
は
劇は

げ

し
く
水
上
か
ら
回め

ぐ

っ
て
来
る
。
こ
の
時
ど
す

黒
い
波
が
鋭
く
眼
の
前
を
通
り
過
そ
う
と
す
る
中
に
、
ち
ら
り
と
色
の
変
っ
た
模
様
が
見
え
た
。
瞬
を
容ゆ

る

さ
ぬ
咄と
つ
さ嗟
の

光
を
受
け
た
そ
の
模
様
に
は
長
さ
の
感
じ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
大
き
な
鰻う

な
ぎだ

な
と
思
っ
た
。

　

途
端
に
流
れ
に
逆
ら
っ
て
、
網
の
柄
を
握
っ
て
い
た
叔
父
さ
ん
の
右
の
手
首
が
、
蓑
の
下
か
ら
肩
の
上
ま
で
弾は

ね
返

る
様
に
動
い
た
。
続
い
て
長
い
も
の
が
叔
父
さ
ん
の
手
を
離
れ
た
。
そ
れ
が
暗
い
雨
の
ふ
り
し
き
る
中
に
、
重
た
い
縄

の
様
な
曲
線
を
描
い
て
、
向
う
の
土
手
の
上
に
落
ち
た
。
と
思
う
と
、
草
の
中
か
ら
む
く
り
と
鎌
首
を
一
尺
ば
か
り
持

上
げ
た
。
そ
う
し
て
持
上
げ
た
ま
ま
屹き

つ

と
二
人
を
見
た
。

「
覚
え
て
い
ろ
」

　

声
は
慥た

し

か
に
叔
父
さ
ん
の
声
で
あ
っ
た
。
同
時
に
鎌
首
は
草
の
中
に
消
え
た
。
叔
父
さ
ん
は
蒼あ

お

い
顔
を
し
て
、
④
蛇

を
投
げ
た
所
を
見
て
い
る
。

５
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著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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２
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「
叔
父
さ
ん
、
今
、
覚
え
て
い
ろ
と
云
っ
た
の
は
貴あ

な
た方

で
す
か
」

　

叔
父
さ
ん
は
漸よ

う
やく

此こ
つ
ち方

を
向
い
た
。
そ
う
し
て
低
い
声
で
、
誰
だ
か
能よ

く
分
ら
な
い
と
答
え
た
。
今
で
も
叔
父
に
こ

の
話
を
す
る
度
に
、
誰
だ
か
能
く
分
ら
な
い
と
答
え
て
は
妙
な
顔
を
す
る
。

︵
夏
目
漱
石　
﹃
永
日
小
品
﹄
よ
り
︶

　
　
　
　
︹
注
︺�
黒
節�

⋮��

踝く
る
ぶ
しの

こ
と
。

　

（１）�　

∥
部
Ａ
～
Ｃ
の
漢
字
は
読
み
を
答
え
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
直
せ
。

　

（２）�　

│
│
部
①
、
②
の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
ど
れ
か
。
次
の
各
群
の
ア
～
オ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
選
べ
。

　
　

①
「
調
子
を
取
る
」

　
　
　
　

ア　

勢
い
を
つ
け
る

　
　
　
　

イ　

上
体
を
ひ
ね
る

　
　
　
　

ウ　

体
勢
を
崩
す

　
　
　
　

エ　

バ
ラ
ン
ス
を
と
る

　
　
　
　

オ　

リ
ズ
ム
を
と
る

　
　

②
「
う
つ
ら
う
つ
ら
と
揺
い
て
」

　
　
　
　

ア　

ゆ
ら
ゆ
ら
と
か
ら
み
あ
い
な
が
ら
動
い
て

　
　
　
　

イ　

き
ら
き
ら
と
輝
き
な
が
ら
ゆ
れ
動
い
て　

　
　
　
　

ウ　

よ
く
見
え
る
よ
う
に
ゆ
れ
動
い
て

　
　
　
　

エ　

ゆ
っ
く
り
と
ゆ
れ
動
い
て

　
　
　
　

オ　

と
て
も
は
や
く
動
い
て

─�16�─

著
作
権
保
護
の
観
点
に
よ
り
、
本
文
を
掲
載
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（３）�　

│
│
部
③
と
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
る
叔
父
さ
ん
の
心
情
は
、
何
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
心
情
か
。

た
だ
し
、
│
│
部
③
の
発
言
に
至
る
ま
で
の
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
。

　

（４）�　

次
の
各
文
の
う
ち
、
│
│
部
④
「
蛇
」
に
あ
た
る
対
象
を
さ
す
表
現
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
適
切
で
な

い
も
の
は
ど
れ
か
。
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

本
文
32
行
目
「
色
の
変
っ
た
模
様
」
と
い
う
表
現
は
、
濁
っ
た
水
の
中
で
一
瞬
見
え
た
「
蛇
」
の
存
在
を

描
い
た
表
現
で
あ
り
、
読
み
手
に
「
色
の
変
っ
た
模
様
」
を
も
つ
存
在
が
何
で
あ
る
か
、
関
心
を
持
た
せ
る

効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

イ�　

一
瞬
見
え
た
長
さ
の
感
じ
か
ら
、
本
文
33
行
目
「
大
き
な
鰻
」
だ
と
思
っ
た
も
の
を
、
本
文
35
行
目

「
長
い
も
の
」
と
、
再
び
表
現
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
対
象
が
鰻
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
効
果

が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

ウ�　

本
文
35
行
目
「
重
た
い
縄
」
と
い
う
表
現
は
、
本
文
33
行
目
「
大
き
な
鰻
」
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
太

さ
や
長
さ
を
描
写
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
り
、「
大
き
な
鰻
」
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
大
物
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　

エ�　

本
文
36
行
目
「
鎌
首
」
と
い
う
表
現
は
、「
蛇
」
の
頭
に
焦
点
を
あ
て
た
表
現
で
あ
り
、
後
の
「
覚
え
て

い
ろ
」
と
い
う
台
詞
が
「
蛇
」
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

（５）�　

こ
の
一
話
全
体
の
構
成
・
表
現
上
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
と
し
て
適
切
で
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。

ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
べ
。

　
　
　

ア�　

本
文
13
行
目
「
蜿
蜒
」
と
い
う
表
現
は
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
渦
の
様
子
を
、
本
文
16
行
目
「
ざ
あ
っ
」
は

激
し
く
降
る
雨
の
様
子
を
強
調
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

イ�　

本
文
15
行
目
「
茶
壷
の
葢
の
様
に
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
空
一
面
が
雨
雲
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
太
陽

の
光
が
一
切
入
っ
て
こ
な
い
様
子
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ウ�　

こ
の
一
話
は
、
三
人
称
視
点
で
描
か
れ
、
夢
幻
、
怪
異
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

エ�　

こ
の
一
話
は
、
誰
が
ど
こ
に
い
る
の
か
具
体
的
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
始
ま
り
、
そ
の
後
、
あ
る
状
況
が
展

開
さ
れ
る
と
い
う
描
か
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
。

　

（６）　

次
の
作
品
の
う
ち
、
夏
目
漱
石
の
作
品
で
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
ア
～
カ
か
ら
す
べ
て
選
べ
。

　
　
　

ア　

虞
美
人
草　
　
　

イ　

金
色
夜
叉　
　
　

ウ　

五
重
塔　
　
　

エ　

三
四
郎

　
　
　

オ　

そ
れ
か
ら　
　
　

カ　

明
暗
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